
令和 8 年５月 25 日 

 

令和 8 年度 PTA 総会および教育文化基金総会 

 

 

１．PTA 総会 

 

  （１）学校長 挨拶 

  （２）定足数 確認 

  （３）PTA 会長 挨拶 

  （４）役員紹介 

  （５）議長選出 

  （６）議事 

      ①  令和 7 年度活動 報告     

      ② 令和 7 年度会計決算 報告   

      ③  令和 7 年度 PTA 特別会計決算 報告  

      ④ 令和 7 年度会計監査 報告   

      ⑤ 令和 8 年度活動計画案 提案  

      ⑥ 令和 8 年度予算案 提案    

  （７）副校長挨拶 

 

 

２．教育文化基金総会 

 

  （１）教育文化基金代表 挨拶 

  （２）役員紹介 

  （３）議事 

      ①   令和 7 年度決算 報告    

      ②   令和 7 年度会計監査 報告   

      ③   令和 8 年度予算案 提案  

 ④  教育文化基金規約 改定 

   

  （４）その他 

 



令和 8 年 5 月 25 日 

 

2025 年度 PTA 活動報告 

 

2025 年度東京学芸大学附属国際中等教育学校 

PTA 運営委員会 

 

本校の PTA は「保護者と教員の相互理解と親睦を図り、東京学芸大学附属国際中等教育学校の生徒の 

教育に資する事を目的とする」という活動方針に従い、下記の活動を行った。 

 

１：クラス委員会 

（１）保護者の親睦を図ることを目的として、学年ごとの親睦会を企画し開催した。  

（２）PTA 講演会において受付、誘導業務を行った。  

（３）スポーツフェスティバルにおいて受付業務を行った。  

（４）スクールフェスティバルにおいて、 Shop PTA オリジナル商品の販売サポートを行った。  

（５）スクールフェスティバルにおいて、洋書バザーを Shop PTA と同時開催し販売サポートを行った。 

（６）次年度の各委員選出作業を行った。  

 

２：広報委員会 

・学校と家庭をつなぐ“情報の架け橋“となることを目指し、下記内容で年３回の「HARMONIA」 

（ハーモニア）の発行を行った。 

〈第１号〉 先生紹介、PTA 紹介等 

〈第２号〉 スポーツフェスティバル、スクールフェスティバル紹介等 

〈第３号〉 校長先生インタビュー、ワークキャンプ・社会科見学紹介、クラス写真等 

 

３：Shop PTA 

・例年通り、ポロシャツ・パーカー等のオリジナル商品の企画・販売を行った。販売方法としては 

Google フォームによるオンライン申込とし、スクールフェスティバルでの対面販売も行った。 

・これまで取り扱いの無かったフルジップタイプのパーカーを新たなワッペンデザインで追加した。 

・前年度まで実施していた T シャツデザイン募集の代わりに、初の試みとしてスクールフェスティバル 

のポスターデザイン募集とのコラボ企画を実施し、選考されたデザインの中から、オリジナルグッズの 

作成を検討の上、業者に製作を発注、スクールフェスティバルでの販売を行った。 

これらの活動により PTA 運営委員会と生徒会、スクフェス実行委員会との交流を図り、学校行事の 

一層の活性化に寄与することができた。 

 

 



・収益金、及びこれまでの繰越金の中から、学校へ 500,000 円、前期後期生徒会へ 300,000 円、【保健室 

に LAVOT】触れ合いから始まる不登校支援の第一歩プロジェクトへ 100,000 円の寄付を行った。 

学校への寄付については、グラウンドの新たな時計設置費用など、教育設備の充実の為に充当された。 

 

４：生徒会との交流 

・生徒会のニーズについて、先生を通じて伺う機会を設けた。 

・PTA 特別会計から生徒会に寄付を行うため、目録贈呈式を行った。 

 

５：役員会、運営委員会 

・役員会を５回開催した。 

・運営委員会を４回開催した。 

 

６：会計 

・教育文化基金、ＰＴＡ会計及びＰＴＡ特別会計の会計報告及び監査報告をご参照ください。 

 

７：書記 

（１）PTA 講演会の案内パンフレットを作成した。 

（２）年 2 回の PTA 運営委員会だよりを作成した。 

（３）PTA 役員会、及び PTA 運営委員会等の議事録を作成した。 

（４）Shop PTA に関して、告知などのサイネージ掲載用・WEB 募集ページなどのデータ作成、 

フルジップパーカーのワッペンデザインの作成、及び販売データ管理・処理を行った。  

 

８：財務 

（１）教育文化基金、ＰＴＡ会計及びＰＴＡ特別会計の会計報告及び監査報告をご参照ください。 

（２）上記「Shop PTA」に記載の通り、収益金・繰越金の中から学校、生徒会、保健室プロジェクト 

へ寄付を行った。また一部を PTA 活動の経費に充てた。 

 

９：その他 

（１）全附連の総会・全国大会などの参加、及び役員会での報告。 

（２）関附連の大会などへ参加、及び役員会での報告。 

（３）PTA 総会同日に開催される特別講演会の企画・運営を行った。 

（４）スクールフェスティバルに販売ボランティアスタッフとしてご参加いただいたクラス委員、 

PTA 役員にアンケートを実施した。 

（５）学校関係者評価委員会へ参加。 









令和 8 年 5 月 25 日 

 

2026 年度 PTA 活動計画 

 

令和 8 年度東京学芸大学附属国際中等教育学校 

PTA 運営委員会 

 

【活動方針】 

本校の PTA は「保護者と教員の相互理解と親睦を図り、東京学芸大学附属国際中等教育学校の 

生徒の教育に資する事を目的とする」という方針に従い、下記の活動を行っていく。 

 

１：クラス委員会 

（１）保護者の親睦を図る事を目的とし、学年親睦会を企画し開催する。 

（２）Shop PTA のオリジナル商品の販売・配布のサポートを行う。 

（３）来年度の各委員選出作業を行う。 

（４）スポーツフェスティバルや総会等の受付補助を行う。 

（５）「洋書バザー」の洋書の回収、値段付け(スクフェス時)などのお手伝いをする。 

 

２：広報委員会 

・年３回の広報誌「HARMONIA」（ハーモニア）を発行する。 

 第１回  先生紹介(先生に原稿を依頼し作成支援を行う) 

 第２回・第３回  学校行事及び学年行事、部活動紹介、その他学校生活情報、トピックス等 

 

 

３：Shop PTA 

（目的） 

・保護者及び教員の親睦を図る。 

・生徒や保護者の学校への愛校心を醸成する。 

・収益金の一部を生徒会に寄付し、学校に必要な機器備品等の購入に充てる事により、生徒がより 

豊かな学校生活が送れるよう支援する。 

（内容） 

・例年通りポロシャツ・パーカー等のオリジナル商品の企画・販売を行う。主な販売方法としては、 

オンライン申込とし、スクールフェスティバルにて対面販売も行う。 

・在庫を抱えないように受注販売を活用する。特に刺繍パーカーとプリントタイプのパーカーでは 

生地素材や作成コストが違うため、現物見本展示等で分かりやすく周知する。 

・昨年度からの試みとして始めたオリジナルグッズのデザインについて、スクールフェスティバルの 



ポスターデザイン募集とのコラボ企画を今年度も継続。選考されたデザインの中から、どのようなグッ

ズを作成するか検討、業者にグッズの作成を依頼し販売を行う。デザイン募集や選考を通じて生徒会、

スクフェス実行委員会との交流も図る。 

・収益金は翌年度以降に向け PTA 特別会計に留保する額を除き、生徒会で必要な機器備品等の 

購入に充てられ、寄付のような位置づけもある事を周知する。 

 

４：生徒会との交流 

・PTA 特別会計から生徒会に寄付を行う際などに生徒会の思いやニーズを聞く機会を設ける。 

 

５：役員会、運営委員会 

（１）役員会を必要に応じて年５回程度開催する。開催方法として Zoom での参加も活用する。 

（２）運営委員会を年３回程度開催する。 

 

６：会計 

（１）教育文化基金の会計報告を適正に行う。 

（２）PTA 会計の会計報告を適正に行う。 

（３）PTA 特別会計の資金の管理、会計記録の作成及び会計報告を適正に行う。 

（４）教育文化基金への理解を在校生保護者及び新入生保護者に周知する。 

（５）PTA 会計への理解を在校生保護者及び新入生保護者に周知する。 

 

７：書記 

（１）PTA 運営委員会だよりの原稿を副会長と共に作成し、PTA 運営委員会の活動を会員に 

お知らせする。 

（２）PTA 役員会及び PTA 運営委員会等の議事録を作成、その他印刷物等のデザインを担当する。 

（３）Shop PTA に関する告知等のデータ作成、及び販売データ管理・処理を行う。 

 

８：財務 

（１）経費は入会金、会費をもってこれに充てる。 

（２）Shop PTA による収益金を PTA 活動又は生徒会活動に充てる。 

（３）学校が行う寄付募集活動等の支援を行う。 

 

９：その他 

（１）全附連の総会及び全国大会等へ参加する。 

（２）関附連の大会等へ参加する。 

（３）PTA 総会同日に講演会の開催などを行う。 



 

収入の部

　　　項目 　　　金額 　　　　備　　　　　　考　　　　　

前年度繰越金 2,860,357

①入会金 1,100,000

②年会費 894,000

合計 4,854,357

支出の部

項目 予算額 　　　　備　　　　　　考

①会議費 150,000 役員会・運営委員会会議費、交通費 等

②委員会費 1,100,000 各委員会活動、広報誌印刷費、交通費 等

③渉外費 2,700,000 全附連、関附連関係、共済掛金、総合補償保険、講演会 等

④庶務費 300,000 事務用品費、印刷代、慶弔費 等

⑤教育支援費 100,000 生徒の課題研究支援　等

⑥予備費 504,357

　　　合計 4,854,357

令和8年5月25日

令和８年度PTA予算案

10,000円ｘ110名（19回生：98名＋編入生：12名） 

1,200円ｘ745名（生徒：692名＋教員：53名）



 令和8年5月25日

■教育文化基金

収入の部

項目

前年度繰越金 11,322,256

①入会金 8,330,000

②年会費 28,393,200

合計 48,045,456

支出の部

項目

①運営事務費 965,000

②人件費 4,940,000

⑤渉外費 1,513,000

⑥積立金 21,900,000

⑦予備費 1,716,359

合計 48,045,456

4,302万円＝6万円×717名（在籍生徒717名）

　　　令和7年度東京学芸大学へ移管

支出予算

項　目

DP 3,090,000

1,050,000

DP 963,220

⑤環境整備費 2,690,000

⑥各部費 855,900

2,402,072

DP 1,132,137

8,035,500

DP 1,150,000

7,226,000

DP 3,475,000

1,656,832

DP 189,643

小計 43,020,000

小計(DP) DP 10,000,000

合計 53,020,000

③学校支援費 12,334,776
図書館整備408万円、防災対策39万円、掃除・美化147万、保健衛生278万円、

行事関係100万円、生徒活動補助176万円、その他85万円

令和８年度　教育文化基金予算案

金額 　　　　　備考

  70,000円×119名（19回生：107名＋編入生：12名）

　39,600円×717名（在籍生徒：717名）

予算額 備　　　　　　　考

事務消耗（共有文具等）、レンタル携帯、ポケットWifi　他

事務職員手当、用務外出　他

④教科教材費 4,676,321
各教科（国語・社会・数学・理科・保健体育・音楽・美術・外国語・技術・家庭・情報）

　　　消耗品・備品（教材・教具）、実験・実習費、書籍　他

全附連・関附連会費、キャリアガイダンス、卒業生講話、交流/入試等補助　他

周年行事積立金（記念出版、記念学校グッズ等）30万円

特別会計積立金（システム・施設の充実等）2160万円

■教育活動助成金

1000万円＝50万円×20名（DP生徒数10名+10名）　DP

金　額 備　　　　　　　考

①事務経費
6,363,333 BLEND関係、ZOOM、調査書発行システム更新、システム保守、司書、生成AI関連、PPC/印刷機　他

Turnitin、ManageBac、QuestionBank　他

各部（総務部、教務部、生活指導部、研究部、進路指導部）の活動費

②施設維持費 3,910,000 チャイム工事、エアコン修理・清掃、施設補修　他

③設備備品費
校内什器、武道場プロジェクタ、ロッカー備品　他

E棟AP更新、換気付薬品庫　他

④教育機器関係費 9,962,500
GIGA第2期生徒用PC、各教科・委員会PC、NAS保守、共有ケーブル等、

各教科トナー、生徒用PC修理、武道場ネットワーク関係　他

モップ/マット賃貸借、校舎・窓・プール業者清掃、粗大ゴミ処理、サニタリーボック

ス交換　他

⑦各委員会費
各委員会（入試選抜･問題作成、広報、情報、国際教養、交流、IB、SSH）の活動費

DP各教科教材・試薬、EUR、過去問、InThinking、DP試験送料　他

⑧旅　費
学校行事引率・実踏費、部合宿、附属連合等、教員研修　他

ワークショップ関係、IBCミーティング　他

⑪講師費

スクールカウンセラー、成績処理業務・入試業務、各教科・進路・指導部講師、公開

研究会、JSL/FLS/模試補助　他

DP授業人件費、IB卒業生謝金、IBITサポート、DP講師謝金　他

⑫予備費



東京学芸大学附属国際中等教育学校ＰＴＡ規約 
 

第 1条（名称・事務局） 本会は、東京学芸大学附属国際中等教育学校ＰＴＡと称し、事務局を東京学芸大学附

属国際中等教育学校内に設置する。 

第 2条（目的） 本会は、保護者またはその代理人（以下保護者という）と教員の相互理解と親睦を図り、また、

東京学芸大学附属国際中等教育学校（以下本校）の生徒の教育に資することを目的とする。 

第 3条（会員） 本会の会員は、在校生の保護者及び本校の教員とする。 

第 4条（経費） 本会の経費は、入会金、会費をもってこれにあてる。会費の額の改定は、総会において承認を

必要とする。本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わる。 

第 5条（総会） 総会は毎年、定期に開かれる。また、会長は、必要に応じ臨時総会を開くことができる。 

第 6条（総会の定足数） 総会の定足数は、会員の五分の一とする。議決は、出席者の過半数を必要とする。 

第 7条（役員・役員会） 本会に次の役員を置く。役員は役員会を構成する。 

会長１名（保護者）、副会長１名（保護者） 

会計２名（保護者および教員）、書記１名（保護者）１、庶務１名（教員） 

第 8条（役員の任期） 役員の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。期間は会計年度に準じる。 

第 9条（役員の任務） 役員の任務は、次のとおりである。 

１．会長は本会を代表し、会務を統括する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長が事情によりその職務を遂行できない場合は、それを代行する。 

３．会計は、本会の金銭出納、その他財政に関わる事務を行う。 

４．書記は、本会に関する運営の記録・保管に関わる事務を行う。２ 

５．庶務は、本会に関する文言の記録・保管をはじめ、庶務一般を行う。 

第 10 条（役員の選出） 保護者の中から選出する役員は、役員候補者推薦委員会の推薦にもとづく候補者名簿

の中から選挙により選出される。 

第 11条（委員会） 本会に、クラス委員会、広報委員会、役員候補者推薦委員会及び会計監査委員会を置く。 

第 12条（委員会の目的） 委員会の目的は、次のとおりである。 

１．クラス委員会は、会員相互の親睦を図るなどの業務を行う。 

２．広報委員会は、会報を発行するなど広報に関する業務を行う。 

３．役員候補者推薦委員会は、次年度役員候補者ならびクラス委員長、広報委員長３を会員の中から推

薦し候補者名簿を作成し、また、その選挙に関する業務を行う。 

４．会計監査委員会は、本会の会計に関する監査業務を行う。 

第 13条（委員会の構成） 委員会の構成は、次のとおりである。 

１．クラス委員会、広報委員会は、それぞれ各クラスから選ばれた１名の委員をもって構成する。 

２．役員候補者推薦委員会は、各学年から選ばれた２名の委員をもって構成する。 

３．会計監査委員会は、会員の中から選ばれた２名の委員をもって構成する。 

第 14条（運営委員会の設置と構成）本会に、運営委員会を置く。運営委員会は、役員、クラス委員長、広報委

員長、校長、副校長の計１１名４をもって構成する。 

第 15条（運営委員会の目的）運営委員会は、本会の活動に関する企画・運営・連絡調整を業務とする。 

第 16条（特別委員会） 特定の目的を遂行するために、役員会は、特別委員会を設けることができる。 

第 17条（規約改正） 規約は、総会において出席者の三分の二以上の賛成により改正することができる。 

第 18条（細則）本会の運営に関しての必要な細則は、運営委員会において定める。 

付則 この規約は、平成 19年４月１日から実施する。 

慶弔に関する細則 

１．会員が死亡した場合、10,000 円と供花をもって弔慰とする。 
２．本校生徒が死亡した場合、10,000 円と供花をもって弔慰とする。 
（補足）①弔慰は、別途、学年やクラスによる弔慰は行わない（個人、有志による弔慰はその限りではな

い）。 
②記名は「東京学芸大学附属国際中等教育学校ＰＴＡ」とする。 
③連絡は、当該学年および運営委員の範囲とする。 

３．その他、特別の慶弔については、運営委員会において決定する。 
                                                   
１ 平成２１年５月２２日 改訂 
２ 平成２１年５月２２日 改訂 
３ 平成２２年５月２１日 改訂 
４ 平成２１年５月２２日 改訂 



東京学芸大学附属国際中等教育学校教育文化基金規約（改定案） 

 

第 1 条（名称及び事務局）本会は東京学芸大学附属国際中等教育学校教育文化基金と称し、事務局を本会の

定めるところに置く。 

第 2 条（目的）本会は、東京学芸大学附属国際中等教育学校（以下、国際中等教育学校と略す）の教育活動・

教育研究及び学校運営などに対する助成を通じて、教育文化の発展に寄与することを目的とする。 

第 3 条（会員）本会の会員は、会の目的に賛同する個人及び団体とする。 

会員は、国際中等教育学校在校生の保護者・生計維持者を正会員とし、それ以外の会員を特別会員

とする。 

２ 国際中等教育学校の卒業生および国際中等教育学校在校生の保護者・生計維持者として正会員

であった者は、卒業後３年間は特別会員として自動的に更新されるものとする。 

第 4 条（事業）本会は、第２条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

１ 教育活動助成金の募集 ２ 国際中等教育学校の教育活動等の助成 ３ 国際中等教育学校の

教育環境の整備・充実のための後援 ４その他、本会の趣旨に沿った事業 

第 5 条（役員）本会の役員は、次の役員を置く。 

（１）代表１名、（２）副代表３名 

第 6 条（役員の選出）会員の中から選出する役員は、役員候補者推薦委員会の推薦にもとづく候補者名簿の

中から選挙により選出される。 

第 7 条（役員の任期）役員の任期は１か年とする。ただし、再任は妨げない。期間は原則として会計年度に

準じる。 

第 8 条（役員の任務）役員の任務は、次のとおりとする。 

１ 代表は本会を代表し、会務を統括する。 

２ 副代表は代表を補佐し、代表が事情により職務遂行不能の場合は、その代行をする。 

第 9 条（役員会）本会に役員会を置く。役員会は、代表、副代表をもって構成し、代表の招集のもと、本会

の活動に関する下記の諸事項について審議・決定する。役員会は定例会議を開き、また、必要なと

きに随時会議を開く。 

 （１）予算案・決算案の作成 

（２）運営・活動に関する事項 

（３）入会の承認 

（４）入会金・会費に関する事項 

（５）運営細則の制定及び改廃 

（６）規約改正案 

（７）代表の諮問事項 

（８）役員候補者の推薦 

第 10 条（委員会）必要に応じて特別の委員会を設けることができる。これについての細則は、役員会におい

て定める。 

第 11 条（事務局）本会の運営事務全般を処理するため、事務局を置く。事務局は本会の運営及び財政に関わ

る事務を行う。事務局職員は代表の委嘱による。 

第 12 条（総会）毎年定期に総会を開く。役員会が必要と認めたとき、臨時に総会を開くことができる。総会

は、代表が招集し、議長となる。欠席する場合において議決権を代表に委任することを認める。議

決は、出席者の過半数を必要とし、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

第 13 条（緊急事項）総会の議決を得なければならない事項で緊急を要する場合は、役員会がこれに代わって

議決することができる。この場合は、次期総会において承認を得なければならない。 

第 14 条（会計監査）本会に会計監査を置き、会計監査を行う。会計監査は正会員の互選による２名とする。 

第 15 条（経費）本会の経費は、入会に際しての入会金及び年会費をもって支弁する。 

 ただし、正会員から特別会員に変わる場合は入会金および会費を免除することができる。 



第 16 条（教育活動助成金）教育活動助成金は、本会の目的及び事業に賛同する会員もしくは会員以外による

ものとし、代表が本会を代表して受納する。 

第 17 条（会計年度）本会の会計年度は、学年度による。 

第 18 条（顧問）本会に顧問を置くことができる。顧問は代表の諮問に応ずるものである。 

第 19 条（連絡会）本会は関係する教育機関・団体と必要に応じて連絡会を設け、協議する。 

第 20 条（規約改正）規約は、総会において出席者の３分の２以上の賛成により改正することができる。 

第 21 条（細則）本会の運営に関しての必要な細則は、役員会において定める。 

付則 この規約は、平成 19 年４月１日から実施する。 

----------------------   

1  平成２１年５月２２日改訂 

  令和  年 月  日改訂 

 

 

東京学芸大学附属国際中等教育学校教育文化基金規約・細則 

 

第１条（入会金及び会費）規約第 15 条に規定する入会金及び会費はそれぞれ次の通りとする。 

入会金：70,000 円  

年会費：39,600 円 

２ 特別会員の入会金及び会費は免除することができる。 

第２条（教育活動助成金）規約第 16 条に規定する教育活動助成金は次の通りとする。 

一口 60,000 円／年 

正会員は、一口以上。 

 



2026年　東京学芸大学附属国際中等教育学校　PTA役員・委員名簿一覧

≪役員≫
役　職 会　長 副 会 長 会　計 広報委員長

役員氏名 妻木 七緒 橋村　寿人 石井　千尋 萩原　正朗

生徒氏名 妻木　海翔 橋村　篤人 石井　麻陽 萩原　漣香

クラス 4年3組 3年3組 6年4組 2年4組

役　職 庶　務 会　計

教員氏名 本田　千春
手塚　史子／

   橋本　みゆき

≪各委員≫
学　年 クラス クラス委員 会計監査委員
１　年 1　組 委員氏名 菊池　梓 久保　尚子

生徒氏名 菊池　彬史 久保　龍平
2　組 委員氏名 鈴木　麻美子 青山　鉄兵

生徒氏名 鈴木　さくら 青山　梢
3　組 委員氏名 色川　真一 乾　弥生

生徒氏名 色川　凛 乾　秋來
4　組 委員氏名 三木　美緒 八木　美佳子

生徒氏名 三木　陽道 八木　口
２　年 1　組 委員氏名 中嶋　寛子 大窪　晶

生徒氏名 中嶋　志穂 大窪　凜久
2　組 委員氏名 山根　志真 土田　朋美

生徒氏名 山根　知夏 土田　芽依
3　組 委員氏名 守谷　一絵 陳野原　幸子

生徒氏名 守谷　祥次郎 陳野原　結
4　組 委員氏名 河野　亜希奈 海部　健三

生徒氏名 河野　心花 海部　凪
３　年 1　組 委員氏名 上原　玲奈 村井　弥栄子 稲田　明子

生徒氏名 上原　聖琴 村井　利宇 稲田　真帆
2　組 委員氏名 中村　紀子 伊藤　暁子 北條　春花

生徒氏名 中村　晴留 伊藤　沙恵 北條　美桜
3　組 委員氏名 中本　裕香 佐藤　紀子 油布　ひとみ

生徒氏名 中本　敏央 佐藤　一蕗 油布　拓海
4　組 委員氏名 齋田　文子 菅谷　さと子 高橋　木綿子

生徒氏名 齋田　恵理彩 菅谷　映茉 高橋　莉菜
４　年 1　組 委員氏名 山本　寿枝 八木　加奈子

生徒氏名 山本　あいか 八木　詩苑
2　組 委員氏名 打越　晶子 浜田　紗代

生徒氏名 打越　出樹 浜田　百悠
3　組 委員氏名 土屋　裕子 奥山　初美

生徒氏名 土屋　仁信樹 奥山　翔太
4　組 委員氏名 沢木　梓 坂本　亜紀

生徒氏名 沢木　花穂 坂本　樹
５　年 1　組 委員氏名 伊藤　純子 中村　彩子

生徒氏名 伊藤　真央 中村　円海
2　組 委員氏名 石川　千晶 羽生　真美

生徒氏名 石川　紗蘭 羽生　詠
3　組 委員氏名 小越　綾子 上條　祐佳

生徒氏名 小越　彩葉 上條　駿太
4　組 委員氏名 佐藤　理子 樫井　今日子

生徒氏名 佐藤　實子 樫井　彩結香
６　年 1　組 委員氏名 歸山　浩子 （2組）松永　生子

生徒氏名 歸山　存 （2組）松永　知久
2　組 委員氏名 礒貝　ゆかり 村澤　理絵

生徒氏名 礒貝　月香 村澤　眞白

3　組 委員氏名 松永　陽子 中平　あゆみ
生徒氏名 松永　葵 中平　桜

4　組 委員氏名 島﨑　愛子 辛　麻子

生徒氏名 島﨑　友里 辛　佳城

＊運営委員会 全附連、関附連等と連携、学校オリジナル商品の開発と販売、ボランティアの企画、年度行事の企画、防災対策への協力

＊クラス委員会 クラス親睦会の開催、ＰＴＡ総会の手伝い、スクフェス時の販売等ボランティア活動、学校寄付募集活動支援、次年度委員選出

＊推薦委員会 役員候補者の推薦アンケートの実施、次期役員候補の選出

＊広報委員会 《HARMONIA》の編集・発行

＊会計監査委員 PTA会計の監査役を務め、主に年度末に会計と活動

2026年　東京学芸大学附属国際中等教育学校 教育文化基金役員

≪役員≫
代　表

役員氏名 石井　千尋 妻木 七緒 橋村　寿人 菊池　順子

生徒氏名 石井　麻陽 妻木　海翔 橋村　篤人 菊池　風羽

クラス 6年4組 4年3組 3年3組 6年4組

PTA役職 会計 会長 副会長 書記

4年3組

副 代 表

書　記 クラス委員長

菊池　順子 中野　雅昭

推薦委員 広報委員

菊池　風羽 中野　太雅

6年4組



令和 8 年５月１日 

保護者・生計維持者各位 

東京学芸大学附属国際中等教育学校 

PTA 運営委員会 

 

 

【PTA 特別講演会のご案内】 

「学び方が変わると人生が変わる−立志とは−」 

平素より本校 PTA 活動へのご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

このたび、授業参観・PTA 総会と同日に PTA 特別講演会を、下記の通り開催いたします。 

今回の講演では、「学び方が変わると人生が変わる−立志とは−」をテーマに、夢を志へと

高め、社会に貢献していく生き方や、何のために学び・働くのかという目的意識の大切さに

ついて考えます。 

また、子どもの主体的な成長を支えるための具体的なアドバイスもお届けします。 

ご多用の折とは存じますが、ぜひ多くの皆様のご参加を賜りますと幸いです。 

 

 

― 記 ― 

【日時】  令和 8 年 5 月 25 日（月）〈 受付開始：14:15 ころ 〉 

・14:30～15:40（講演） 

・15:40～16:00（質疑応答） 

【会場】  E 棟：E−201 号室 

【講師】  木村貴志氏 

・Vision&Education, Ltd. 代表取締役 

・バッカーズ寺子屋 塾長／バッカーズ九州寺子屋 塾長 

小郡寺子屋「志学舎」 塾長 

【対象】  本校保護者・関係者 

 

 

※木村貴志先生への質問を募集します。 

質問については、後日配信されます「令和 8 年度 PTA 総会・講演会：資料・委任状 Forms」 

よりお寄せ下さい。 

皆様からの質問は講演会の後半に匿名にてご紹介し、木村先生よりお答えいただく予定です。 

尚、時間に制限がございます為、すべての質問をご紹介できない場合もございます。 

予め、ご了承の程、お願い致します。 



東京学芸大学附属国際中等教育学校東京学芸大学附属国際中等教育学校

特別講演会特別講演会P T A

立志とは

学び方 が 変わると
  人生 が 変わる

木村 貴志 木村 貴志 先生先生 Vision&Education,Ltd. 代表取締役
バッカーズ寺子屋 塾長

1962 年福岡県生まれ。企業勤務、県立高校教員を経て、2006 年に「志の教育」を掲げ Vision & Education, Ltd. 
を設立。全国で「志の教育」「学び方の変革」をテーマに研修・講演を行う。2005 年よりバッカーズ寺子屋の教育
プログラムを構築、塾長を務め、現在は九州寺子屋、小郡寺子屋「志学舎」と合わせて 3 つの寺子屋で次世代育成
に取り組む。歴史・文化・人物研究を基盤とした独自の教育法は、多くの企業・教育機関で支持を得ている。
著書に『学び方が変わると人生が変わる』『「志」の教科書』。

本講演では、全国で「志の教育」と「学び方の変革」に取り組んでこられた木村先生が、
その豊富なご経験をもとに、夢を志へと高める生き方、人生を切り拓く学び方について力強く語られます。
将来に悩む子どもたちへの関わり方や、保護者の方に向けた実践的なアドバイスもご紹介いただきます。

多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。

20262026年年55月月2525日 ( 月 )日 ( 月 )
14：30 ～ 16：0014：30 ～ 16：00

Ｅ棟  Ｅ 2 ０１号室Ｅ棟  Ｅ 2 ０１号室東京学芸大学附属国際中等教育学校東京学芸大学附属国際中等教育学校
※ＰＴＡ総会・授業参観との同時開催※ＰＴＡ総会・授業参観との同時開催

講 師

「なぜ学ぶのか」「なぜ働くのか」
 ――その答えが、子どもの未来を大きく変えます。
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